
日本の城（現存12天守）写真展

鬼瓦作品展
屋根から降りた鬼たち

博物館の館内では
「ミニチュア展示」も開催中です

10月4日（土）～1１月30日（日）

11月1日（土）～16日（日） 　常設展示室の入口脇では、名誉館長の吉田ゆき氏所蔵
のミニチュアコレクションを展示中です。季節にあわせて
展示替えを行っています。とっても小さいのですが、精巧
で奇麗で、両手にとって眺めたくなります。

　友の会会員で鬼瓦師の村山茂氏の作品
を展示します。鬼瓦それぞれの表情を感じ
取ってください。

　友の会会員の百都政弘氏が全国各地をめぐって撮影した「天守」が当時のまま現存
する12の名城の写真展です。友の会活動を紹介するコーナーも設置しています。

　　　ギャラリートーク：10月19日（日）、11月16日（日）
　　　　　　　　　　　いずれも午後２時から30分間程度

博物館に附属する日本家屋・旗野邸（吉田東伍の生家）でミニ展示を開催します。
庭園の秋の風景とともにお楽しみください。

博物館入館料のみ（友の会会員は無料）で鑑賞できます。

「文化の秋」を感じる博物館へ

（通巻91号）
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令和７年度総会 及び
特定非営利活動法人設立総会の開催報告

　５月17日（土）午後２時から友の会総会と特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人）設立総会を博物館２階の研修
室で開催しました。公務多忙のなか御来賓として御出席いただきました加藤博幸阿賀野市長様、塚野敏之博
物館長様には深く御礼を申し上げます。
　友の会総会は、五十嵐正美会長、加藤市長様のあいさつ後に、会長を議長として議事を進行しました。慎
重審議のうえ原案どおり承認された議案は、第１号議案「令和６年度事業報告の承認について」、第２号議案「令
和６年度決算報告の承認について」（令和６年度 収支決算会計監査報告）、第３号議案「阿賀野市立吉田東
伍記念博物館友の会の事業及び予算の特定非営利活動法人への継承について（案）」、第４号議案「令和７年
度事業計画（案）について」、第５号議案「令和７年度予算（案）について」、第６号議案「役員の改選について」
の６つの議案です。あわせて、ご支援をいただきます賛助会員の皆様にあらためて感謝を申し上げます。
　ＮＰＯ法人設立総会は、友の会総会終了後に休憩を挟んで開催されました。五十嵐会長を議長として、友
の会総会の第３号議案の承認を受けて、第１号議案「設立趣旨書について（案）」、第２号議案「定款の承認
について（案）」、第３号議案「事業計画について（案）」、第４号議案「活動予算について（案）」、第５号議案「役
員の選任について（案）」で、法人の設立申請書より抽出した内容について、これまでの経過説明と今後の予
定とあわせて説明、審議しました。その結果、今後の設立申請書や定款の文言修正等を運営委員会に一任し
たうえで、NＰＯ法人の設立が承認されました。
　閉会後、午後４時30分から亀田屋にて懇親会を開催。大勢の皆様からご参加いただき会員間の交流を深め、
当日の日程を無事終了しました。なお、両総会とも議事の詳細は議案書をご覧ください。
　友の会からＮＰＯ法人へ。友の会設立から27年目の今年は大きな変革の年になります。会員の皆様のご理解、
ご協力をよろしくお願い申し上げます。� （友の会事務局）

賛助会員の御芳名
� （五十音順、令和７年10月１日現在）

㈱ Ｉ Ｄ 技 建 工 業 ㈱ 阿賀・グローバル ア ガ サ ス 花 義
㈲ 甍 工 業 ㈱ イングショップアサマ ㈲ エ ム テ ッ ク
㈲ お 菓 子 の 龍 宝 堂 ㈲ 小 田 製 陶 所 ㈲ 亀 田 屋
㈱ 川 上 建 設 ㈱ ク ボ 製 作 所 ㈱ 小 島 工 業
㈲ 坂 井 自 動 車 商 会 ㈱ 坂 詰 組 ㈱ サ ト ウ
㈱ 佐 藤 建 設 ㈱ 三 喜 サントピアワールド㈱
㈲ 寺 社 木 村 建 設 ㈱ 柴 田 屋 商 店 司 法 書 士　鎌 田 由 雄
㈱ タ カ ハ シ だ し の 風 食 堂 ㈱ 田 辺 商 店
立川ブラインド工業㈱

新潟工場 ㈱ 遠 清 商 事 東 北 開 発 運 輸 ㈱

東 北 開 発 運 輸 ㈱ ド ラ ッ グ ホ ク ト ㈲ ハ タ ノ 商 会
㈱ 光 建 設 ㈱ 帆 苅 組 ㈲ 松 村 工 務 店
丸 三 安 田 瓦 工 業 ㈱ 南 商 店 ㈱ め ん つ う
安 田 建 設 ㈱ ㈲ 安 田 興 和 農 事 安 田 診 療 所
㈲ 安 田 石 油 販 売 安 田 設 備 工 業 ㈱ 安 田 電 気 工 事 ㈱
㈱ 渡 辺 建 設 ㈲ 渡 辺 農 機 商 会
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○令和７年度事業の計画（行事等）
期　　日 内　　　　　　　　　　　　　　　容

５月 17日（土） 令和７年度　吉田東伍記念博物館友の会総会
特定非営利活動法人設立総会

６月５日（木） 初夏の研修旅行「白根大凧合戦と新潟市南区の歴史散歩」

９月 13 日（土） 星空への招待 in 十五夜祭り　　　※企画：サークル「友の会天文部」
10 月 4 日（土）

～
11月 30日（日）

日本の城（現存12天守）写真展
　撮影：百都政弘氏（友の会会員）

未定（調整中） 吉田東伍記念博物館コンサート 2025
　ＴＯＧＯ Ｍｕｓｅｕｍ Ｅｎｓｅｍｂｌｅ 第24回演奏会

未定（調整中） 市民文化講演会

３月（予定） 第23回研究発表会	 発表テーマ：博物館と友の会（仮）
　　　　　　　　	 発表者：田中 洋史 氏（友の会事務局）

通　　年

①吉田東伍記念博物館の活動への協力
　『越佐史料』刊行 100 周年記念特別講座 第 1 回：８/９（土）、第 2 回：９/27（土）
　講座「阿賀野のあけぼの」Part3  11/９（日）
　企画展（未定）
②正会員・賛助会員の募集強化
③他の文化団体との連携・協力　
④学校教育への支援 
⑤インターネットによる広報活動（ホームページなど）
⑥「広報やすだ」の「郷土歴史散歩」のデータベース化

サークル活動 ①白河荘を歩く会（責任者：小林弘）
②友の会天文部（責任者：廣田正博）

機関紙 『友の会通信』の編集・発行（３回）

その他 ①会議　運営委員会（随時）、事務局会議（随時）
②特別非営利活動法人への移行

○令和６年度事業の開催報告
期　　日 内　　　　　　　　　　　　　　　容

５月 12 日（日） 令和６年度　吉田東伍記念博物館友の会総会

６月 24 日（月） 初夏の研修旅行（史跡めぐり）「会津坂下町の城氏の遺跡を訪ねる」
　※企画：サークル「白河荘を歩く会」

９月 14 日（月） 星空への招待in十五夜祭り　　　※企画：サークル「友の会天文部」
９月 14 日（土）

～
 10月 20日（日）

写真展「吉田東伍記念博物館友の会のあゆみ」
　撮影：百都政弘氏（友の会会員）

10 月６日（日）
吉田東伍記念博物館コンサート 2024
　ＴＯＧＯ Ｍｕｓｅｕｍ Ｅｎｓｅｍｂｌｅ 第23回演奏会
　　～吉田東伍＆Ｒ.シュトラウス生誕160年によせて～

10 月９日（水）

秋の研修旅行（博物館めぐり①）
　にいがた文化の記憶館企画展＆講演会
　　企画展「生誕160年 吉田東伍 －『大日本地名辞書』を中心に－』」
　　講演会「超域学者 吉田東伍の仕事 −その災害史研究（貞観地震・津波論文など）から観る－」
　　　　 　（講師：吉田東伍記念博物館　渡辺文男氏）

10 月 22 日（火）
秋の研修旅行（博物館めぐり②）
　中越地震20年と長岡市の博物館・図書館・文書館
　　妙見メモリアルパーク、歴史文書館、互尊文庫（ミライエ長岡）、
　　科学博物館、道の駅「花火館」

11 月９日（土）
吉田東伍生誕160年記念
市民文化講演会「相関図から見る吉田東伍の人的ネットワーク」
　 講師：石垣雅美氏（にいがた文化の記憶館学芸員）

11 月 30 日（土） 第 22 回研究発表会	 発表テーマ：白鳥に愛された湖「瓢湖」
	 発表者：佐藤 巌 氏（瓢湖の白鳥を守る会事務局長）

通　　年
吉田東伍記念博物館の活動への協力
　 9/25 ～ 12/1　企画展「吉田東伍の前半生－立志に至るまで－」
　 8/4、10/19、11/17  連続講座「阿賀野のあけぼの」Part2　ほか
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友の会伝言板 事務局より

今年度は、ＮＰＯ法人への移行を準備する大切な一年になります。前向きな気持
ちを大切に、誠実に事務をこなしていきたいと思います。次号は、ＮＰＯ法人移
行の特集号を予定しています。春から秋までの活動の振り返りとあわせて、皆様
に最新の活動情報をお届けします。引き続きよろしくお願いします。   （事務局Ｔ）

日　時：11月９日（日） 午後1時30分～午後４時
会　場：阿賀野市ふれあい会館（阿賀野市山﨑77）　魚止めの滝、やまびこ通り、魚岩
参加費：無 料　　　　　定　員：24人（先着順）
講　師：髙橋 啓太 さん（長岡市立科学博物館 地学研究室学芸員）

「阿賀野のあけぼの」Part3 －地質学から見た阿賀野の成り立ち－歴史講座

編集
後記

●新規の会員と賛助会員を募集しています。
　ご近所、ご家族、ご友人にお声がけ
をお願いします。

●博物館、友の会、友の会天文部の
最新情報は友の会ホームページや
ＳＮＳでご覧ください。

●令和７年度会費未納の方は納入ください！

友の会・天文部X（旧Twitter） 博物館 X（旧Twitter） 友の会HP

一　　般：2,000 円
学生（大学生以下）：500円
家族会員：3,000 円
賛助会員：１口 10,000 円

●会費の納入は振込用紙を使用するか、直接、博物館の
受付でお支払いください。振込の場合は手数料をご負
担ください。

●本通信と行き違いで既に会費を納入された場合はご容
赦願います。

会費
（年額）

会 員 随 想

友の会会員　信 田 久 榮
初夏の研修旅行「白根大凧合戦と新潟市南区の歴史散歩」に参加して

お申し込みは
11月5日（水）
までに博物館へ

　令和７年６月５日、恒例の友の会研修旅行、テーマは「白根大凧合戦と新潟市南区の歴史散歩」である。メーンの凧あげ
見物は、午後遅くが良いということで、午前は、途中にある新潟市アグリパークを見学する。次代の新潟県農業を担う子供
たちのための施設でもあるらしい。我々が見学中も、数台の観光バスが子どもたちを連れて来ていた。農業に触れ、親しんで、
農業を学ぶ公立の教育ファームだそうだ。次は、これも名高い笹川邸。江戸時代には大庄屋を務められた笹川家の邸宅は、
現地在住で、会員でもある永井弘氏の解説を聞きながら見学したが、流石、建築の専門家の永井氏の博学ぶりには敬服す
るばかりだった。それにしても、巨木を利用して、建築物の耐震構造を建物の上部に仕掛けるとは、若しかして、日本人の
叡智は、縄文時代から、三内丸山遺跡にみられるように、縄文文化、巨木文化の技術が、江戸時代の職人にも受け継が
れてきたのかと認識した次第だった。昼飯は、旧味方村の歴史ある割烹「笹孫」で食べた。
　午後も「しろね大凧と歴史の館」に入って、展示してある現実の大凧の大きさに吃驚したり、特殊な眼鏡をかけて見る映
画は、結構、迫力満点で面白かった。凧あげを体験できる特別な部屋もあって、我々の中から勇敢な女性が２人、凧あげ
に挑戦しているのを、窓の外から観察することが出来た。自分はン十年前の少年時代にそれを体験していたことを思い出し
て懐かしさが沸いた。
　午後２時半、ようやく本番の「凧あげ合戦」の現場へ。しかし現地での説明によると、川下から吹く北風の時が、東西
両軍の凧の綱をからみあわせて、互いのロープを切り合う文字通りの合戦になるのだが、当日は生憎の西風のため、凧を揚
げることは出来ても、ロープを絡み合わせて行う合戦は観られなかった。風の吹き方は自然現象なので、止むなく我々は引
き下がるしかなかった。それでも、凧見橋など、凧合戦に備えた専門の橋まで造って、300年の伝統行事を守る現地の人々
の熱意に敬意を感じた旅行だった。

令和７年度
友の会役員・博物館担当職員
役　職 氏　　　名

顧　 問 吉　田　ゆ　き
会　 長 五十嵐　正　美
副 会 長 廣　田　正　博
副 会 長 藤　崎　達　也
会計監事 小野里　澄　子
会計監事 渡　辺　ヒ　サ
運営委員 石　井　三紀男

（新任）
運営委員 五十嵐　　　一
運営委員 小　林　　　弘
運営委員 田　中　理　恵
運営委員 信　田　久　榮
運営委員 百　都　政　弘
運営委員 渡　辺　與志和
事 務 局 田　中　洋　史
事 務 局 星　野　智　生
博物館長 塚　野　敏　之
担当職員 成　海　修　一
担当職員 渡　辺　文　男
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